
GRIP
学校における

自殺予防教育プログラム
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GRIPとは？

•Gradual	approach 段階的アプローチ
•Resilience 抵抗力，回復力を身につける
•In	a	school	setting 学校環境の中で
•Prepare	scaffolding 足場作り
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実践での気づき：自殺予防教育を受けた中
学生の感想

• 「友達が悩んでいることに気づいたら信用できる大人につ
なごう」というメッセージに対する抵抗感

•「ちくるのは嫌だ。

•子どもたちだけで関係を閉じずに，大人につながっていく
のが大切だが，なかなか難しい

•単に「大人につなごう」と教えるのではなく，相談する生徒，
相談にのる生徒の両方が納得できるように伝えることが
大切 à 足場作り
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GRIPが重視する観点
学級における援助の成立

（相談しやすい環境づくり）

•担任の先生、クラスの友
達と

•支援する/求める練習
•自分もできる
•友達もできる
•先生もできる

衝動性の制御
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●相談の相手が分かる
●どういうときに相談するか分かる
●相談にのってもらえると感じられる
●相談の仕方が分かる

↓
相談する／にのることへのハードルが下がる

教室での実践を通した周囲とのかかわりの体験を重視



段階的プログラム

①気持ちを言葉で理解する

②いやなことに対処する方法を自分のものにする

③自分の気持ちや悩みを人に話す

④相談すること /	相談にのることについての理解
と練習

⑤（命の危険がある深刻な問題では）大人につな
ぐことの大切さを理解する
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教師向けゲートキーパー研修（60分程度）

パワーポイント教材「教師が知っておきたい子どものここ
ろの健康と自殺予防」

•悩みをうちあける生徒への対応
•教員が知っておきたい子どもの自殺予防
•自傷と自殺への正しい理解
•自傷・自殺を考える生徒への対応

生徒向けプログラムを実施する前に、行うことが不可欠
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GRIPの理論モデル
自殺関連行動と援助の成立

援助希求
信頼できる
大人

自殺念慮
自傷行為

自殺のリ
スク

友人

認知
衝動性制御

行動
相談する／にのる

相談の要点自殺関連行動の理解

教員向け（ゲートキーパー）研修

生徒向け（自殺予防）教育

知識
自殺とは
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自殺そのものの
解説はしていない



自殺の対人関係理論（Joiner	et	al.,	2009）

自殺の潜在能力

•疼痛耐性
•過去の自殺関連行
動

自殺念慮が高まる

•負担感の知覚
•所属感の減弱
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重篤な自殺企図
衝動性

Bender	et	al.,	2011



相談への不安、不信をなくすために、段階的プログラムを
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GRIPプログラムの構成
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No.1マインド・プロファイリング

•ワークブック「マイン
ド・プロファイリング」
を通じて、自分の感情に
気づき、嫌な気持ちに対
処することができる。
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１生活経験の想起 
 
 
 
 
 
 
２本時の学習の確認 
 
 
 
 
 
３マインド・プロフ

ァイリングの説明 
 
４マインド・プロフ

ァイリングの実施① 
 
 
 
 
 
 
 
 
５小括 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
○学校や家庭で、嫌な気持ちになったこと

を想起させる⇒親と口げんか 
 
○本時の「みつける」とはどういうことな

のかを共有する。 
 
 
 
 
○ワークブック全体の構成と、マインド・

プロファイリング部分を説明する。 
 
○「マインド・プロファイリング」を行う。 
 
◇第 1のミッション 
 
 
 
◇第 2のミッション part1：  
 
 
 
 
 
 
 
○ここまでのまとめを行う ⇒ 自分の感情
状態を整理し、人に伝えやすくすること

が分かった。 
◇「気持ちは思考、行動、身体反応とつなが

っていることや気持ちには大きさがある

ことを理解し、自分の陥りやすい感情状

全部で４種類のプロ

グラムであること

を、生徒とともに共

有化できるような導

入を心がける。 
※ワークブック参照 
 
 
 
 
 
 
 
※ワークブックの最

終頁および「中学校

における自殺予防教

育プログラム GRIP
について」参照 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
状況によって生起す

る感情が違うこと

や、同じ状況でも、

いろいろな感情が生

起することを確認す

る。 

発問 1 「みんなは普段嫌な気持になることはありますか。

最近嫌な気持になったのはどんな時ですか」 

 

発問 2 「今日、このワークを通じてみつけてほしいのは、

みんな自身の『気持ち』です」 

 

発問 3 「4 コマ漫画の吹き出しに、このとき Aが感じた気

持ちを書き込んでみましょう」 

 

発問 4 「日常にある色々な場面での自分の気持ちを分析し

てみましょう」 

 

発問 5 「自分の気持ちを言葉にすることの良い点はなんで

しょうか」 
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No.2マインド・ポケット
•いやな気持に
なった時に自
分の心の健康
を回復する対
処法（対処ス
キル）を学ぶ。
そして状況に
応じた対処が
可能になる。
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学	 習	 活	 動 教師の働きかけと予想される生徒の表れ 留意点 
１前時のふり返り 
（5分） 

○これまで学習したことをふり返る。 
◇導入「今日のみなさんはどんな気持ちで

しょうか？」 
・面倒	 ・楽しい	 ・イヤ	 ・嬉しい 

これまでの授業内容

（感情をみつける）

を踏まえたものであ

ることを伝える。 
２本時の学習の確認 
（5分） 
 

○本時の目標（対処法の理解・習得）を示

す。 
 
 
 
 

対処法を増やすこと

が目標であることを

明示する。 

３展開① 
（20分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「状況１」（※補助資料参照）を示し、そ

のときの感情や対処法を考えさせる。 
 
 
 
・イヤな気持ち ・恥ずかしい ・帰りたい 
 
 
・無視する	 	 	 ・音楽を聞く 
・愚痴を言う	 	 ・部活をもっと頑張る 
・友達に話しかけにいく 
○生徒の回答をカテゴリ別（※補助資料参

照）に黒板に書いていく。 
 
○対処法の分類（※補助資料参照）を示

し、対処法について理解を進める。 
◇「対処法はひとりで行うものと、それ以

外のものがあります。それは何でしょ

う？」 

「状況」や対処法

は、黒板に示すなど

して、常に参照でき

るようにしておく。

対処法を出す際にブ

レーンストーミング

を行ったり、アイデ

ィアを出す練習をあ

らかじめさせたりす

ると発言が出やす

い。 
対処法の分類は教員

が生徒に提示しやす

いものでよい。 
一例． 
「短期的―長期的」 

「感情発散―問題解決」 

「軽い問題への対処法―

難しい問題への対処

法」 
４展開② 
（10分） 

○「状況２」（※補助資料）を示し、状況の

変化に合わせた対処法を考えさせる。 
 

簡便な対処法では問

題の解決につながら

ない場合があること

を伝える。 

発問 3 「どうやってこのイヤな気持ちを変えますか」 

発問 2 「自分がこの Aさんの状況におかれたときどんな気

持ちになるでしょうか。」 

発問 1 「今日は、イヤな気持ちや困った状況になったとき

どう対処すればよいのかを学びます。」 

発問 4 「このように状況が悪化したときはどうします

か？」 
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No.3キノ

•感情表現ゲーム
「キノ」を通し
て、自分の感情
を他者に伝える
には、様々な気
持ちの変化や葛
藤があることを
考える。また、
感情を伝えると
きの、切り出し
方を知る。
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発問例 「KINOは，みんなの表現の仕方を当てるゲームです。大事
なことは，自分の表現とほかの人の表現がどのように違うのか話し
合って，自分とは違う表現の仕方があることを学ぶことです。」



No.4-5シナリオ・コンテスト
• DVD教材を用いて友
達の悩みに気づいた
ときの話の聞き方
（ECO(エコ)の原
則）を習得する。相
談できる身近な大人
を見つけることがで
きる。特に、友達の
自傷行為に気づいた
ときの対応方法を習
得する

DVDの中でのセリフ 自分なりのセリフ 

M：わかった。誰にも言わないって約束して

くれる？ 

A：今は秘密を守るっていう約束はできない 

M：じゃあ無理。今言ったこと全部なし。 

A：ねえ、私たち友達でしょ？ 

M：しつこい。無理だから。 

A：わかってる？自分のからだを傷つけてる

んだよ。それを知って心配しない友達がい

ると思う？	 私助けたいの。お願いだから

何が起こっているのか話してよ 

 

M：わかった。誰にも言わないって約束して

くれる？ 

A：今は秘密を守るっていう約束はできない 

M：じゃあ無理。今言ったこと全部なし。 

A：ねえ、私たち友達でしょ？ 

M：しつこい。無理だから。 

A： 

 

 

  

 

 

 

 

わかってる？自分のから
だを傷つけてるんだよ。
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学	 習	 活	 動 教師の働きかけと予想される生徒の表れ 留意点 
１前時までのふり返

り（5分） 
 
 
 
 
 
 
 
２本時および次回の

学習の確認（5分） 
 
 
 
 
３DVDの視聴 
（15分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４相談可能な身近な

○KINOとマインド・ポケットのふり返り 
 
 
 
 
・一人での対処と誰かとの対処 
◇「相談関係がうまく成立するためには、

話を聞く側の対応も重要ですね」 
 
○本時および次回を通じて学ぶ内容（相談

のやり方）について共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○DVDの内容と視聴の目的を伝える 
⇒「今日観てもらう DVDには、大学生同
士の相談場面が映っています。中学生には

なじみがない相談の内容かもしれません

が、これはあくまでも相談にのるときの一

つの「例」だと思って観てください」 
 
○「ECOの原則」の解説と、最初の相談場
面までを視聴する（約 10分） 
 
 
 
 
 
 

相談することの効果

について、これまで

の授業を踏まえた説

明を行う。 
 
 
 
 
 
相談には一連の行動

の流れがあることを

説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
DVDをすぐに視聴で
きるように事前に準

備しておく。 
 
DVDで視聴した方法
は相談の大まかな流

れを示したものであ

り、唯一正しい方法

というわけではな

く、細部については

ケースバイケースで

工夫する必要がある

ことを説明する。 
 
 

発問 1 「前回の授業で学習した嫌な気持ちへの対処法には

どのような分類があったでしょうか」 

 

発問 2 「みんなは、友達から相談されたときや、友達の悩

みに気づいた時には、どのように行動するでしょうか」 

 

発問 3 「今日と次回の授業では、友達の悩みに気づいたと

きの、話の聴き方について考えてみましょう」 
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段階的
自殺予防
プログラ
ムの達成
指標
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GRIPスキルの向上による生徒の変化
uGRIPスキルの向上がもたらす生徒の変化
仮説１：生徒の衝動的な行動（「破壊的表出」得点）の低減が起こる

仮説２：自分への肯定的感情（自尊感情）の増加が起こる
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üプログラムの前後でGRIPスキルが５点以上※増加した生徒（23名）の得点の変化
※GRIPスキルの変化量の標準偏差=4.33を基準に

低減
増加

GRIPスキルが向上した生徒に
破壊的表出の低減が見られた

GRIPスキルが向上した生徒に
状態自尊感情の増加が見られた

仮説が確かめられた
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• 川野健治
• 勝又陽太郎
• 川島大輔
• 白神敬介
• 畑中美穂
• 原田知佳
• 磯真砂子
• 荘島幸子
• 近藤多佳臣
• 川本静香
• 太田仁
• 堀優太
• 木下寛子

チームGRIP
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